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	Cinema Review
	ジャクソンのシネマハウスで会いましょう！
	前橋市国際交流員　ジャクソン・バニスターの活動報告
	令和8年9月
	9月の映画
	『FUJIKO』
	2026年　日本
	Jackson Bannister
	群馬県前橋市の国際交流員（CIR)として、日本人と外国人との文化的理解を深めるために活動しています。




	逆風の中でも、
	人生はロックンロール。
	今回の映画レビューでは、現在前橋シネマハウスで上映中の『FUJIKO』を紹介します！
	日本映画の中には、まるでCMのように見えたり感じられたりする作品が多く、演技に関しても、同じように整いすぎていてどこか不自然に感じられることがある。そんな中で、『FUJIKO』はまさに待ち望んでいた新風のように感じられる作品だ。『FUJIKO』は、厳しい社会に立ち向かうシングルマザーという物語そのものを革新的なものにしたわけではない。むしろ、その設定はかなり王道的だ。それでも本作が際立っているのは、期待の若手監督・木村太一が、その馴染みのある物語を、躍動感のある映像、印象的な演技、そして意外なほど明るく遊び心のあるトーンで描いているからだ。


	本作は、昭和の日本を舞台に、娘の麻理を育てながら苦闘するシングルマザー、富士子の姿を描く。元夫の家族や自身の母親、そして当時の社会に根付いていた価値観からの圧力にさらされながらも、富士子は「夫に頼って生きるべきだ」という考えを受け入れようとはしない。彼女の苦悩を通して、本作は、シングルマザーに対する支援が今ほど一般的ではなかった時代に、多くの母親たちが背負わなければならなかった犠牲や苦労、そして強さを描いている。突き詰めて言えば、『FUJIKO』は『ロッキー』のような作品だ。ただし、戦う相手が社会なのである。
	『FUJIKO』は意外なほど明るいトーンを保っている。富士子が何度打ちのめされても、彼女は麻理を守り、生活を支えるために前へ進もうとする。この前向きさが、本作を重いテーマに押しつぶされない作品にしている。富士子は確かに苦しんでいる。しかし、映画は観客に対して、常に彼女をかわいそうだと思うよう求めているわけではない。
	そして少し青みがかったカラーグレーディングなどが使われており、映像に「質感」と「重み」を与えている。すべてを完璧に綺麗に見せようとするのではなく、あえて映像に少し荒々しさを残しているのだ。それによって、個人的にはより「映画らしい」作品になっていると感じた。映像そのものを美しく見せるためだけではなく、登場人物や物語を表現するために映像が使われているように感じられる。

	何より、ここに木村太一という監督の可能性が感じられる。映画というのは、脚本、演技、撮影、編集、音楽、そして作品全体のトーンといった、さまざまな「材料」からできた料理のようなものだ。そして『FUJIKO』では、調理師である木村監督が、それらの材料を見事に組み合わせている。
	この物語は、一歩間違えれば過剰なメロドラマになっていた可能性がある。作品のあらゆる要素が、「この話は悲しいんですよ」と観客に訴えかけるような作品になってしまってもおかしくない。しかし木村監督は、創造的な演出によって作品に勢いと遊び心を与え、最初から最後まで興味を持って見ることのできる作品に仕上げている。

	総じて、『FUJIKO』は、社会から逆風を受けながら生きるシングルマザーの苦悩を描きつつ、重いテーマとユーモア、勢い、そして独創的な映像表現をうまく両立させた、非常に魅力的な作品だと思う。決して革命的な物語というわけではない。しかし、必ずしもそれは必要ではない。大切なのは、与えられた物語を監督がどうするかだ。そして木村太一は、この物語からかなり多くのものを引き出している。
	圧倒的な逆境の中でも成功を目指して戦う人物の物語が好きな人はもちろん、昭和の日本社会において女性に求められていた役割や期待について、別の視点から考えてみたい人にもおすすめしたい。

	何より『FUJIKO』を見て改めて感じたのは、たとえ物語そのものがありふれたものであっても、そこに自分なりのものを持ち込める人たちが作れば、新鮮な作品になり得るということだ。
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